
ル
ク
メ
「
藝
術
家
卜
藝
術
運
動
」
卜
名
ツ
ク
ル
著
書
ヲ
ナ
ス

及
雑
誌
二
依
リ
テ
海
外
藝
術
界
状
勢
及
甕
家
列
他
ヲ
寄
稿
ス

『
写
真
月
報
』
第
二
十
二
巻
第
五
号
に
も
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
よ
る
と
臨
時
写
真
科
で
は
材
料
商
の
出
品
も
求
め
、
各
専
門
の
方
面
に
交

渉
し
て
展
示
品
を
集
め
、
製
版
科
も
協
力
し
て
準
備
を
進
め
、
初
日
五
十
人
、

二
日
目
六
百
人
、
二
日
目
千
人
以
上
の
観
覧
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

森
田
亀
之
助
を
助
教
授
に
起
用

大
正
六
年
六
月
三
十
日
、
助
手
（
英
語
お
よ
び
西
洋
美
術
史
授
業
担
当
）
で
あ
っ

た
森
田
亀
之
助
は
助
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
森
田
は
明
治
―
―
―
十
九
年
本
校
西
洋

画
科
卒
業
後
屑
（
無
給
助
手
）
と
な
り
、
同
四
十
二
年
よ
り
大
正
三
年
ま
で
バ
ー

ナ
ー
ド

・
リ
ー
チ
の
も
と
で
英
文
美
術

・
文
学
書
や
英
会
話
を
学
ん
だ
。
任
命

履
歴
書
（
事
業
ノ
部
）

森
田
亀
之
助

明
治
四
十
二
年
ョ
リ
大
正
四
年
マ
テ
美
術
新
報
ノ
ク
メ
ニ
英
文
ノ
書
籍

大
正
三
年
ョ
リ
同
四
年
マ
テ
主
ト
シ
テ
ア
メ
リ
カ
ソ

・
ア
ー
ト

・
ニュ

ー
ス
ニ
依
リ
美
術
週
報
ノ
海
外
消
息
欄
ヲ
橡
営
執
筆
ス

明
治
四
十
三
年
及
大
正
三
年
ノ
ニ
回
東
京
美
術
學
校
一
覧
ヲ
英
諜
ス

大
正
四
年
十
一
月
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
ス

・
フ
ォ
ア

ー
・
ア

ー
ト

・
ス
チ
ュ

ー
デ
ン
ツ
（
美
術
学
生
用
英
文
数
科
書
）
ヲ
編
纂
ス

大
正
四
年
英
文
ノ
書
籍
及
雑
誌
二
依
リ
欧
洲
甕
界
最
近
状
勢
ヲ
報
告
ス

関
係
文
書
中
に
次
の
よ
う
な
事
業
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
 

色
の
こ
と
）

•••••• ▲
圏
案
科
第
二
部
窯
生
、

▲
金
工
、
錨
造
、
漆
工
科

窟
生
、

『
あ
を
き
』
（
鉛
筆
盟
毛
筆
盟
の
内
語
惹
）

〔
ど
〕

『
う
と
』
と
『
く
わ
ゐ
』

735 第17節

．．． 

▲
日
本
盟
科

•••• ▲
西
洋
聾
科

．．． 

▲
彫

刻

科

模

作
、
石
秤
製
顔
面
（
塑
造
）

．．．．．． 

▲
園
案
科
第
一
部

（
以
上
共
通
以
下
各
科
別
）

窯
生
、

（
鉛
筆
盟
、
毛
筆
甕
の
内
随
惹
）

⑥

大
正
六
年
度
入
試
問
題

T
h
e
 
Imperial 

お
よ
び

第
三
項
目
の
東
京
美
術
学
校
一
覧
の
英
訳
と
は
、
T
o
k
y
o
B
i
j
u
t
s
u
 G
a
k
k
o
 

S
c
h
8
I
 of 
A
r
t
,
 U
e
n
o
 
P
a
r
k
.
 T
o
k
y
o
,
 1
9
1
0
 

T
o
k
y
o
 B
i
j
u
t
s
u
 G
a
k
k
o
 T
he
 T
o
k
y
o
 S
c
h
8
1
 of 
A
r
t
,
 
U
e
n
o
 P
a
r
k
,
 To
k
y
o
,
 

1
9
1
5
を
さ
す
。

大
正
六
年
四
月
十
六
、
十
七
日
の
『
読
売
新
聞
』
に

a
mに
分
け
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。入

學
試
瞼
問
題

▲
東
京
美
術
學
校

3

（
豫
科
、
製
版
、
｛
島
侃
、
師
範
各
科
共
通
の
分
）

『
菜
の
花』

臨
窯
、
石
秤
製
胸
像
（
木
炭
甕
）

窟
生
、
桃
の
花
及
黄
水
仙
（
毛
筆
盟
鉛
筆
盤
の
内
随
意
）

圏
案
縦
一
尺
、
横
一
尺
三
寸
の
菱
形
内
中
央
に
直
径
六
寸
の
圃
を
描
き
た
る

各
形
朕
内
に
草
花
ア
ネ
モ
ネ
ー
を
以
て
適
宜
模
様
を
作
る
べ
し
（
地
色
共
五

（
鉛
筆
甕
、
毛

(「大
正六
年
職
員
二
関
ス
ル
忠
類
庶
務
掛」）

大正 6年


